
 

 

 

 

2019年4月25日 

 ウェルス・マネジメント株式会社 

 

 

「京都悠洛ホテルMギャラリー」 

明日4月 26日グランドオープン！ 

 

 

予てからご案内のとおり、当社子会社である株式会社ホテルＷマネジメントにおいて開業準備を

進めてまいりました「京都悠洛ホテルMギャラリー」（京都市東山区三条通大橋東入大橋町84）が、

明日、2019年4月26日（金）開業いたしますのでお知らせします。 

 

当ホテルはフランス・パリを拠点とし、世界100ヶ国に4800を越えるホテルやリゾートを展開する

世界最大級のホスピタリティグループ・アコーの展開するプレミアムホテルブランドで、「Mギャラ

リー」としては日本初出店のホテルです。 

 

客室数は144室、レストランやバー、フィットネスを備え、京阪電鉄本線・三条駅および地下鉄東

西線・三条京阪駅に至近、三条通に面した利便性の高い立地にあり、京都の繁華街である河原町や

祇園にも近く、国内外のお客様にゆっくりと京都滞在をお楽しみいただけるホテルとなっておりま

す。 

 

京都悠洛ホテルMギャラリーは、東海道五十三次の西の終点かつ京都の玄関口「三条大橋」で、ゲ

ストを日本のミステリアスな隠れ家へ誘います。この地は侍の時代が終焉を遂げ、日本が近代化へ

と向かう時代において重要だった場所であり、文化と文化の交差した時代へタイムトラベルし、今

なお際立つ日本の美意識の源を体験できます。 

 

今後とも、ご愛顧を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

「悠」は「果てしなく永く続いている様」を

意味し、「洛」は「京都の古来の呼称」として

使われる漢字であり、「日本の歴史の舞台とし

て、鴨川の流れの如く絶え間なく永く続いて

きた古都・京都」をイメージしています。 
 

【京都悠洛ホテルMギャラリー】 



 

 

 

 

 

 

 

【レストラン：54TH STATION GRILL】 

 

東海道五十三次の西の終着点である三条大橋をイメージし、朝食はブッフェスタイルを、ラン

チ＆ディナーでは、懐石料理の技法を用いた京都ならではの和牛やシーフードのモダングリルを

お楽しみいただけます。 

朝食ではヘルシーな和洋食を、地元の食材と洋の技法を使ったメニューをご提供し、ランチ＆

ディナーでは、近年国外からも注目の高い近江牛、佐賀牛、神戸牛などのブランド牛や、シー

フード、新鮮な野菜やハーブをふんだんに取り入れた素晴らしい料理を、経験豊富なシェフがそ

の技術を余すことなくご提供します。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【バー：1867】 

 

 

大政奉還の行われた年である1867を名前に冠し、ホテル全体のコンセプトである「タイムトラ

ベル」を反映したクラシックなデザインのバー。世界的に名高いバーデンダー、マイケル・キャ

ラハン氏のコンサルティングにより生み出された、日本産スピリッツを用いたオリジナルのシグ

ネチャーカクテルメニューやウィスキーをお楽しみいただけます。熟練のバーデンダーによるカ

クテルパフォーマンスとともに、隠れ家のような空間で、至福のひとときをお過ごしください。 

 

【客室】 

 

 

■施設概要 

名称 京都悠洛ホテルMギャラリー 

所在地 京都市東山区三条通大橋東入大橋町84 

アクセス 
京阪電鉄本線「三条」駅徒歩2分 

地下鉄東西線「三条京阪」駅徒歩2分 

客室数 144室 

館内施設 レストラン、バー、フィットネス 

TEL 075-366-5800 

その他 

公式予約サイト： 

www.accorhotels.com/ja/hotel-B2Z1-kyoto-sanjo-hotel-

mgallery/index.shtml 

 

公式インスタグラム： 

https://www.instagram.com/kyoto_yura_mgallery/ 

 

ホテル紹介ページ： 

株式会社ホテルＷマネジメントホームページ上にホテル紹介ページを 

作成しました。 

http://www.wealth-mngt.com/hwm/results/kyoto_m.html 



 

 

 

 

＜本件ニュースリリースのお問合せ先＞ 

ウェルス・マネジメント株式会社 

総務部 03－6229－2129 

 

 

免責事項 

 

・本件ニュースリリースは、本書開示日における情報の提供を目的としたものであり、投資の

勧誘を目的としたものではありません。実際の投資に際しては、ご自身の判断と責任において投

資判断を行っていただきますようお願いいたします。 

 

・本件ニュースリリースは、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においてもご自

身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提示させていただくものであり、当社は

いかなる場合においてもその責任は負いません。 

 

・本件ニュースリリースには、当社及び連結子会社の計画等将来に関する記述が含まれており

ます。これらの将来に関する記述は、作成時点において入手可能な情報に基づいており、様々な

リスクや不確実性が内在しています。したがって、実際の業績等は様々な要因により大きく異な

る可能性がありますことをご承知おきください。 

 

 


